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１

１
月

１
５

日
平

成
２

９
年

4
5

号

「
お

米
た

く
さ

ん
と

れ
た

よ
！

」
み

ん
な

で
稲

刈
り

体
験

（
二

戸
市

立
金

田
一

保
育

所
の

み
な

さ
ん

）

に
の
へ
市
議
会
だ
よ
り
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定 例 会 及 び 決 算 の 概 要 　 　

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
９
月
27
日
ま
で
の
22

日
間
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
平
成
28
年
度
決
算
認
定
９
件

と
、
条
例
案
や
補
正
予
算
案
等
の
議
案
11
件
を
審
議
し
、

全
て
原
案
の
と
お
り
認
定
、
可
決
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

請
願
１
件
、
陳
情
１
件
、
議
員
提
出
の
意
見
書
案
４
件
も

審
議
さ
れ
、
請
願
１
件
が
採
択
、
意
見
書
案
３
件
が
可
決

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
や
教
育

行
政
全
般
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
質た

だ

し
ま
し
た
。

９月
定例会

平
成
28
年
度
決
算 

９
会
計
全
て
を
認
定

　平成28年度の一般会計と各特別会計の歳入
歳出を総括すると、歳入決算総額は、前年度に

比べ3.86％減の231億 7,538万６千円、歳

出決算総額は同3.56％減の224億 1,060万

3千円となっています。

　単純に歳入総額から歳出総額を差し引いた形

式収支は7億6,478万 3千円で、この形式収

支から翌年度へ繰り越すべき財源8,250万 8

千円を差し引いた実質収支は6億8,227万 5

千円の黒字となっています。また、当年度の実

質収支から前年度の実質収支を差し引いた単年

度収支は1億6,490万 1千円の赤字となって

おり、実質単年度収支は１億1,934万１千円

の黒字となっています。

区　　分 収　　入 支　　出 差引額

水道事業会計

収益的収支 7 億 3,939 万円 6 億 3,394 万円 1 億 545 万円

資本的収支
9,964 万円 4 億 3,368 万円 △ 3 億 3,404 万円

不足額 3 億 3,404 万円は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金、
当年度分消費税資本的収支調整額および減債積立金で補てんしています。

会計別決算状況

― 

実
質
収
支
は
１
億
１
９
３
４
万
円
の
黒
字 

―

決算の概要

※自主財源…市で集めたお金、　依存財源…国・県や市債に頼ったお金

区　　分 歳　　入 歳　　出 差引額

一 般 会 計 165 億 8,489 万円 159 億 2,983 万円 6 億 5,506 万円

特  

別  

会

計

国民健康保険
事業勘定 40 億 5,961 万円 39 億 7,413 万円 8,548 万円

診療施設勘定 2 億 3,987 万円 2 億 3,953 万円 34 万円

下水道事業 8 億 3,757 万円 8 億 2,080 万円 1,677 万円

生活排水処理事業 5,701 万円 5,694 万円 6 万円

簡易水道事業 9,678 万円 9,560 万円 118 万円

土地区画整理事業 10 億 1,346 万円 10 億 767 万円 579 万円

介護サービス事業 154 万円 151 万円 3 万円

後期高齢者医療 2 億 8,465 万円 2 億 8,458 万円 7 万円

計 231 億 7,538 万円 224 億 1,059 万円 7 億 6,479 万円

　

※端数処理のため計が一致しない部分があります。

一
般
会
計
決
算
内
訳

民生費
48億 5,526万円
（30.5％）

労働費
7,099万円
（0.5％）

商工費
5億 4,663万円
（3.4％）

公債費
20億 8,308万円
（13.1％）

災害復旧費
8,775万円
（0.6％）

土木費
16億 4,731万円
（10.3％）

教育費
15億 2,305万円
（9.6％）

衛生費
10億 9,707万円
（6.9％）

消防費
6億 8,910万円
（4.3％）

議会費
1億 6,383万円
（1.0％）

農林水産業費
7億 3,944万円
（4.6％）

総務費
24億 2,632万円
（15.2％）

歳　出

159億 2,983万円

繰越金
8億 2,571万円
（5.0％）

市税
31億 9,309万円
（19.3％）

諸収入
6億 3,738万円
（3.8％）

その他
3億 6,508万円
（2.2％）

地方交付税
65億 1,190万円
（39.3％）

国庫支出金
18億 2,143万円
（11.0％）

市債
10億 8,320万円
（6.5％）

県支出金
10億 8,494万円
（6.5％）

その他
6億 9,878万円
（4.2％）

繰入金
3億 6,338万円
（2.2％）

歳　入

165億 8,489万円

自
主
財

源
32.5％67.5％

依
存

財

源
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一
般
会
計
歳
出
額    

１
５
９
億
２
９
８
３
万
円

　 　 決 算 の 概 要

一般会計の主な使い道

・放課後児童対策事業

６，８１０万円

・子ども子育て支援事業

３，７１５万円

   民生費

48 億 5,526 万円

・自治体情報セキュリティ強化対

策業務委託料          ８，１３８万円

・まちなか賑わい創出事業

２，３０９万円

総務費

24 億 2,632 万円

・道路新設改良舗装事業

２億８，１２０万円

・荒瀬上田面線街路整備事業（岩

谷橋工区）　　　   ２，９６６万円

土木費

16 億 4,731 万円

・いわて国体開催事業

４，４１９万円

・九戸城エントランス広場整備事業                      

３，８１９万円

教育費

15 億 2,305 万円

・インフルエンザ予防接種事業

                                    ２，１６９万円

・ロコモティブシンドローム予防

事業                           １，１４４万円

  衛生費

10 億 9,707 万円

・農業農村直接支払事業

１億４，５５１万円

・新規就農者育成対策支援事業

３，０９１万円

農林水産業費

7 億 3,944 万円

・防災士養成研修事業

３０５万円

・自主防災組織活動補助金

２１０万円

消防費

6 億 8,910 万円

・ふるさと企業経営基盤整備事業

費補助金                   ２，０００万円

・漆掻き職人育成事業

９３８万円

商工費

5 億 4,663 万円

（　　　　）高齢者、児童など
福祉にかかるもの （　　　　　 ）情報管理、市バス運行、ま

ちづくり、職員人件費など （　　　　   ）道路や河川の整備・
維持にかかるもの

（　　　　　 ）小中学校、学校給食、社会
教育事業などにかかるもの （　　　　）予防接種、ごみ処理

などにかかるもの （　　　　）農地整備、農家支援
などにかかるもの

（　　　　    ）消防活動、消防施設
整備などにかかるもの （　　　　    ）観光イベント、漆振興、

企業誘致などにかかるもの
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決 算 特 別 委 員 会 　 　

決算特別委員会

答 

税
務
課
に
相
談
が
あ
っ
た

方
は
、
税
以
外
の
債
務
も
お
持

ち
の
場
合
も
あ
る
た
め
、
内
容

を
お
聞
き
し
な
が
ら
必
要
に
応

じ
て
暮
ら
し
の
相
談
窓
口
や
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
を
紹
介

し
、
担
当
窓
口
へ
連
絡
等
を
行

っ
て
い
る
。
人
的
対
応
に
つ
い

て
は
部
課
内
で
も
検
討
し
た
い
。

●
28
年
度
一
般
会
計
決
算

に
の
へ
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
展
開
調

査
業
務
委
託

問 

調
査
に
よ
り
ど
ん
な
結
果

が
出
て
、
そ
れ
を
ど
う
活
か
し

か
し
て
い
く
の
か
。

答 

九
戸
城
跡
に
つ
い
て
は

「
首
都
圏
の
20
代
か
ら
35
歳
ま

で
の
歴
史
好
き
な
男
性
は
関
心

が
高
い
が
、
城
跡
な
ど
の
ハ
ー

ド
面
が
好
き
な
旅
行
者
に
対
す

る
イ
ン
パ
ク
ト
が
課
題
」、
金

田
一
温
泉
に
つ
い
て
は
「
男
性

は
座
敷
わ
ら
し
に
関
心
が
集
中

し
、
女
性
は
蛍
や
観
光
リ
ン
ゴ

園
な
ど
総
合
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ

を
評
価
し
て
い
る
」、
天
台
寺

に
つ
い
て
は
「
寂
聴
さ
ん
に
対

す
る
認
識
は
高
い
が
そ
れ
以
外

は
低
い
」
な
ど
の
結
果
が
出
て

●
決
算
全
体

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

問 

次
に
進
む
に
あ
た
り
ど
の

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
。

答 

今
ま
で
民
間
企
業
が
培
っ

て
き
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
や
日
本

酒
、
生
花
、
漆
、
果
樹
な
ど
、

そ
れ
ら
を
ど
う
す
れ
ば
売
れ
る

商
品
に
で
き
る
か
、
お
金
を
稼

げ
る
の
か
、
そ
の
仕
組
み
づ
く

り
が
大
切
。
若
い
方
々
が
元
気

に
先
輩
方
の
智
恵
を
借
り
な
が

ら
新
し
い
挑
戦
を
し
、
一
緒
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

収
入
未
済
額
の
扱
い

問 

払
え
な
い
事
情
が
あ
る
方

に
つ
い
て
、
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。
相

談
対
応
で
き
る
職
員
を
配
置
す

る
べ
き
で
は
。

い
る
。
感
覚
的
な
部
分
が
数
値

と
し
て
表
れ
た
こ
と
は
非
常
に

貴
重
。
こ
れ
を
も
と
に
議
論
を

し
な
が
ら
ま
ち
再
生
事
業
に
展

開
さ
せ
た
い
。

市
民
文
化
会
館
の
入
館
者
数

問 

平
成
28
年
度
の
入
館
者
数

は
５
万
６
０
２
４
人
と
、
前
年

度
と
比
べ
１
万
人
以
上
も
減
っ

て
い
る
が
、
理
由
は
。

答 

数
字
で
は
急
激
に
減
少
し

た
よ
う
に
見
え
る
が
、
27
年
度

は
特
別
に
各
種
事
業
が
多
か
っ

た
た
め
に
突
出
し
た
数
字
に
な

っ
て
い
る
。
平
年
に
比
べ
る
と

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
で
は
な
い
。

県
境
産
廃
南
側
牧
野
監
視
用

地
下
水
等
分
析
検
査
委
託
料

問 
南
側
牧
野
問
題
の
受
け
止

め
と
今
後
の
考
え
は
。

答 

地
下
水
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
た
結
果
、
環
境
基
準
を
超
え

る
数
値
は
出
て
い
な
い
。
基
準

を
超
え
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
改

め
て
行
政
と
し
て
調
査
に
入
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
市
と
し

て
も
当
然
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継

続
し
て
お
り
、
県
が
行
っ
て
い

る
ジ
オ
キ
サ
ン
対
策
と
併
せ
監

視
を
続
け
て
い
る
。
地
域
の
方

が
安
心
で
き
る
よ
う
県
に
も
引

き
続
き
対
策
を
お
願
い
す
る
な

ど
し
、
最
後
ま
で
見
守
っ
て
い
く
。

学
校
図
書
館

問 

浄
法
寺
小
学
校
の
蔵
書
数

は
文
科
省
が
示
す
標
準
冊
数
を

満
た
し
て
い
な
い
が
、
解
消
に

向
け
た
対
応
は
。

答 

浄
法
寺
小
学
校
を
平
成
22

年
に
新
築
し
た
際
、
図
書
を
半

分
ほ
ど
廃
棄
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
標
準
に
対
し
90
％
を
超
え
る

率
の
蔵
書
数
が
あ
っ
た
が
、
48

％
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
そ
れ
か

ら
徐
々
に
予
算
の
配
分
を
多
く

す
る
よ
う
に
し
、
現
在
95
％
程

度
の
達
成
率
と
な
っ
て
い
る
。

若手生産者や経営者らが参加した

「にのへブランド推進カフェ」

委員会での主な質疑

市民文化会館
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き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

問 

児
童
ク
ラ
ブ
が
な
く
な
る

と
純
粋
に
堀
野
地
区
の
公
民
館

に
な
る
が
、
今
後
、
管
理
運
営

を
ど
う
す
る
か
の
検
討
は
。

答 

今
後
移
転
と
な
っ
た
場
合

の
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
方
法

や
あ
り
方
等
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

診
療
所
の
医
師
の
確
保

問 

対
応
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答 

金
田
一
診
療
所
に
つ
い
て

は
、
今
盛
ん
に
探
し
て
交
渉
を

し
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
浄
法
寺
診
療
所
に
つ
い
て

も
、
今
現
在
は
特
に
探
し
て
い

る
こ
と
は
な
い
が
、
今
後
に
備

え
て
考
慮
に
入
れ
て
い
る
。

　 　 決 算 特 別 委 員 会

●
28
年
度
一
般
会
計
決
算

学
校
給
食
費

問 

ア
レ
ル
ギ
ー
の
動
向
は
ど

う
か
。

答 

自
分
で
除
去
で
き
る
た
め

給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
特
別
な
対

応
を
不
要
と
し
て
い
る
お
子
さ

ん
も
含
め
て
の
人
数
で
、
平
成

28
年
度
は
72
人
、
平
成
29
年
度

は
80
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、徐
々
に
で
は
あ
る
が
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
お
子

さ
ん
が
増
え
て
い
る
。

槻
陰
舎
き
ぼ
う
塾

問 

今
後
の
あ
り
方
を
考
え
て

み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答 

６
年
が
経
過
し
、
そ
の
間

土
曜
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
も
始
ま
っ

た
こ
と
か
ら
も
、事
業
の
内
容
・

進
め
方
に
つ
い
て
は
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

公
民
連
携
ま
ち
再
生
事
業
費

問 

歴
史
文
化
交
流
施
設
の
今

後
の
方
向
性
は
。

答 

文
化
財
の
体
験
エ
リ
ア
、

歴
史
民
俗
資
料
館
、
収
蔵
庫
な

ど
を
含
め
た
漆
の
文
化
を
見
せ

て
い
く
方
法
を
考
え
て
い
く
。

本
当
に
活
き
た
も
の
に
す
る
た

め
に
再
構
築
と
い
う
考
え
方
の

中
で
、
話
し
合
い
を
進
め
て
い

く
。
３
年
間
を
目
処
と
し
て
計

画
を
作
り
上
げ
る
。

普
通
税
の
徴
収
率

問 

今
後
の
目
標
は
。

答 

県
内
14
市
中
の
最
下
位
を

抜
け
出
す
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
。
分
割
納
付
に
つ
い
て
は

相
談
に
応
じ
て
、
納
付
計
画
に

よ
り
一
定
期
間
内
に
納
め
て
い

た
だ
く
よ
う
努
め
て
い
る
。
個

別
の
ケ
ー
ス
に
適
正
な
対
応
を

進
め
る
。

●
28
年
度
一
般
会
計
決
算

移
住
・
定
住
推
進
費

問 

空
き
家
バ
ン
ク
の
取
り
組

み
は
。

答 

空
き
家
の
調
査
も
進
ん
で

き
て
い
る
。
空
き
家
条
例
に
つ

い
て
検
討
し
て
お
り
、
空
き
家

バ
ン
ク
の
制
度
を
取
り
入
れ
た

い
。
危
険
な
空
き
家
、
特
定
空

き
家
の
対
策
に
つ
い
て
、
所
有

者
が
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
な
建

物
は
取
り
壊
し
を
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
含
め

条
例
化
に
向
け
て
検
討
を
進
め

て
い
る
。

市
バ
ス
運
行
業
務
委
託

問 

今
後
の
方
向
性
は
。

答 

循
環
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

試
験
運
行
か
ら
本
格
運
行
に
切

り
替
わ
り
、
乗
車
数
も
目
標
よ

り
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
引
き

続
き
運
行
し
て
い
き
た
い
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
混
乗
化
の
試
行
で

は
、
時
間
帯
が
早
す
ぎ
て
利
用

者
が
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
難

し
さ
が
あ
る
と
検
証
を
し
て
い

る
。
現
状
に
沿
っ
て
、
利
用

し
や
す
い
バ
ス
運
行
に
努
め
た

い
。

生きいき交流センター

文教福祉  分科会

総　　務　分科会

　議会選出監査委員を除く全議員で構成する決算特別委員会では、委員長に駒木昇議員が、副委員長に

田口一男議員が選出されました。

　委員会と所管の分科会において平成 28 年度の各会計歳入歳出決算を審議した結果、一般会計と７特

別会計、水道事業会計の計９会計全ての決算を認定すべきものと決しました。

自宅から手続きができる地方税

ポータルシステム「エルタックス」
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決 算 特 別 委 員 会 、 討 論 　 　

橋
梁
補
修

問 

平
成
28
年
度
ま
で
の
補
修

予
定
の
工
事
完
了
と
、
市
民
か

ら
の
橋
に
つ
い
て
の
要
望
は
。

答 

金
田
一
の
府
金
橋
は
終
わ

り
、
28
年
度
で
上
之
橋
と
下
豊

年
橋
を
施
工
し
、
今
年
度
終
了

し
た
。
今
後
は
中
規
模
ク
ラ
ス

の
費
用
の
橋
を
補
修
し
て
い
く

の
で
、
箇
所
は
増
え
今
年
ま
で

で
４
橋
行
う
。
市
民
か
ら
の
要

望
は
特
に
な
い
。

住
宅
使
用
料
の
未
済
額

問 

市
営
住
宅
の
滞
納
状
況
は
。

答 

滞
納
者
で
現
在
も
入
居
さ

れ
て
い
る
方
は
10
人
ほ
ど
。
退

去
し
た
方
の
中
に
は
保
証
人
が

分
納
し
て
い
る
ケ
ー
ス
や
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
は
家
族
が
納
付

し
て
い
る
状
況
も
あ
る
。
今
年

度
は
３
人
が
完
納
、
未
納
者
は

現
段
階
で
34
人
で
あ
る
。

●
28
年
度
一
般
会
計
決
算

漆
原
木
確
保
対
策
事
業
費

問 

原
木
確
保
の
将
来
展
望
は
。

答 

今
年
度
、
原
木
管
理
シ
ス

テ
ム
・
原
木
調
査
の
ほ
か
に
、

来
年
度
に
向
け
て
様
々
な
支
援

策
を
検
討
し
、
安
定
的
に
供
給

で
き
る
体
制
を
作
っ
て
い
く
。

長
期
的
な
視
点
で
こ
の
産
業
を

見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

二
戸
ま
つ
り
・
浄
法
寺
ま
つ
り

問 

年
々
参
加
人
数
も
減
り
、

現
状
の
ま
ま
で
は
行
き
詰
る
の

で
は
。

答 

二
戸
ま
つ
り
・
浄
法
寺
ま

つ
り
は
市
を
代
表
す
る
観
光
的

な
位
置
づ
け
で
、
各
実
行
委
員

会
を
作
り
支
援
し
て
い
る
。
人

員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
各
関

係
団
体
や
教
育
委
員
会
と
意
見

交
換
・
相
談
を
し
な
が
ら
、
来

年
度
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　産業建設　分科会

　内沢  真申  議員
　単年度収支はここ数年黒字で、財政

状況指数も改善傾向。効率的な事業執

行やスリムな行財政運営に努めた結果

と思う。全体を通して適正に予算が執

行されたことを評価し、みんなの夢、

30 年後の未来像に向かって今後さらに

前進することを望み賛成する。

平成 28 年度二戸市一般会計歳
入歳出決算

　畠中  泰子  議員

　合併特例の交付税措置も逓減してい

る中で、二戸市の財政にとっても事業

費の確保は大変な問題。財源的・財政

的支援を国や県に求めると同時に事業

費抑制、早期完成に向け、見直しでき

る部分の追求や努力がまだまだ不十分

であったと考え反対する。

　

反
対
し
ま
す
！

賛
成
し
ま
す
！

賛成 反対反対 　田口  一男  議員
　不納欠損額分を国保加入者の割合に

応じて一般会計から繰り入れること

で、税の均衡ある対応ができると思う。

保険料の引き下げは喫緊の課題。国庫

負担を大幅に増やし、誰もが安心して

支払える保険税に改めるよう国に要望

し反対する。

平成 28 年度二戸市国民健康保
険特別会計歳入歳出決算

平成 28 年度二戸市土地区画整
理事業特別会計歳入歳出決算

補修工事が完了した府金橋

討  論（決算認定分）

決算特別委員会
のつづき
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二戸市工業等導入促進対策審議会条例を廃止する条例                   
　　                     
　農村地域への工業の導入促進において、二戸市

工業等導入促進対策審議会は所期の目的を達した

ことから、条例を廃止しようとするものです。

平成 29 年度二戸市一般会計補正予算（第３号）

　　  　　　　　　  　　   　 
　補正額　　　  　    　      　７億１，９９３万円

【主な内容（歳出）】

▼いわてカシオペアブランド発掘・発信事業

  ５５８万円

　管内４市町村で行う観光資源や特産品の発掘・発信

▼漆振興費　　　     　　　               　   ７４６万円

　ふるさと文化財の森などの土地購入にかかる経費など

▼道路維持管理補修事業費 　   １億１，１３９万円

　除雪に要する委託料など

▼市民協働除排雪支援事業費 　             ６７７万円

　町内会等への貸出用の小型除雪機械購入費など

▼学校管理費                                 　     １，２７９万円

　小中学校保健室へのエアコン設置にかかる経費

▼要保護・準要保護児童生徒援助費      ２２３万円

　児童・生徒の学用品を入学前に支給するための経費

▼体育施設管理運営事業　　    ２億１，３９９万円

　総合スポーツセンターの土地購入等にかかる経費

▼電算委託料（学校給食費）         　        １９１万円

　学校給食費の口座振替等管理システムを導入

【請願】日本政府がすみやかな核兵器禁止条約

に署名し、国会が批准することを求める請願   

【請願者】岩手県原爆被害者団体協議会・ヒバクシ

ャ国際署名をすすめる岩手の会

【要旨】日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に署

名し、衆参両院ですみやかに核兵器禁止条約を批

准することを強く求めるものです。

【陳情】「共謀罪」（テロ等組織犯罪準備罪）を新

設した改正組織犯罪処罰法の廃止を求める意見

書を国に提出することを要望する陳情   　

【陳情者】新日本婦人の会二戸支部

【要旨】政府に対し、国民の基本的人権を侵す「共

謀罪」（テロ等組織犯罪準備罪）を新設した改正組

織犯罪処罰法の廃止を求める意見書を国に提出する

よう求めるものです。

　可決された意見書３件は、関係行政機関へ提出し

ました。

【第１号】教職員定数の改善及び義務教育費国庫

負担制度拡充に係る意見書     　          　　      

　政府に対し、教職員定数の改善と義務教育費国庫

負担制度の拡充を求めるものです。

【第２号】岩手県の医療費助成制度について更な

る拡充を求める意見書                            　 　       

　県に対し、医療費助成制度の給付方法の現物給付

化と中学卒業までの子どもの医療費自己負担無償化

の早期実現を求めるものです。

【第３号】北朝鮮の核・ミサイル問題を平和的に

解決するための外交努力を求める意見書      　　       

　政府に対し、米朝の直接対話を実現し、核・ミサ

イル問題を平和的に解決するための外交努力を図る

よう強く求めるものです。

【第４号】日本政府がすみやかに核兵器禁止条約

に署名し、国会が批准することを求める意見書  

　請願が採択されたことにより提出するものです。

　 　 条 例 ・ 補 正 予 算 な ど

決算認定以外の主な議案は次のとおりです

条　　例

補正予算

請願・陳情

議員発議

可決

可決

採択

不採択

可決

可決

否決

可決
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条 例 ・ 補 正 予 算 な ど 　 　

ご
み
集
積
所
集
約
整
備
事

業
補
助
金

問 

本
年
度
の
設
置
予
定

件
数
は
。

答 

当

初

予

算

で

は

１
０
０
世
帯
分
の
集
約
化

を
見
込
み
１
５
０
万
円
を

計
上
し
た
。
現
在
７
地
区

１
１
４
世
帯
分
の
集
約
、

１
４
８
万
円
程
の
実
績
と

な
っ
て
い
る
。
あ
と
３
団

体
か
ら
申
し
出
が
あ
り
、

ぜ
ひ
今
年
度
中
に
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
そ
の
３
団

体
分
を
今
回
補
正
す
る
も

の
で
あ
る
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（第
３
号
）

い
わ
て
カ
シ
オ
ペ
ア
ブ
ラ
ン

ド
発
掘
・
発
信
事
業

問 

具
体
的
事
業
内
容
は
。

答 

カ
シ
オ
ペ
ア
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
、
地
域

に
良
い
も
の
が
あ
る
が
認

知
度
が
低
い
と
い
う
よ
う

な
も
の
を
発
信
す
る
よ
う

な
事
業
が
出
来
な
い
か
と

い
う
提
言
を
受
け
て
、
大

き
く
２
つ
の
内
容
を
予
定

し
て
い
る
。
一
つ
は
今
ま

で
光
が
当
た
ら
な
か
っ
た

よ
う
な
地
域
の
中
に
眠
っ

て
い
る
資
源
を
見
つ
け
、

磨
き
上
げ
て
発
信
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
も
う
一
つ
は
地
域

の
魅
力
発
信
事
業
で
あ

り
、
発
掘
し
て
き
た
地
域

資
源
を
首
都
圏
も
視
野
に

入
れ
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
の
様
々
な
方
法
に
よ

っ
て
発
信
し
て
い
く
と
い

う
事
業
で
あ
る
。

総　　務  常任委員会

本 会 議 で の 主 な 質 疑

カ
所
目
は
地
目
が
原
野
、

面
積
は
２
万
５
０
４
２

平
方
㍍
、
購
入
予
定
単

価
は
１
平
方
㍍
あ
た
り

57
円
。
２
カ
所
目
は
地

目
が
山
林
で
、
面
積
は

４
万
１
６
９
９
平
方
㍍
、

購
入
予
定
単
価
は
１
平
方

㍍
あ
た
り
51
円
。

市
民
協
働
除
排
雪
支
援
事

業
費

問 

こ
れ
ま
で
の
除
排
雪

支
援
先
は
。

答 

町
内
会
等
へ
の
小
型

除
雪
機
の
貸
し
出
し
等
を

行
う
も
の
で
あ
る
が
、
平

成
26
年
度
は
８
地
区
、
11

台
。
27
年
度
は
５
地
区
、

５
台
。28
年
度
も
５
地
区
、

５
台
。
３
年
間
で
延
べ
21

台
の
実
績
と
な
る
。

小
中
学
校
保
健
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置

問 

市
内
小
中
学
校
の
暑

さ
対
策
に
つ
い
て
、
今
後

の
方
向
性
は
。

答 

県
内
の
市
町
村
を
見

て
も
普
通
教
室
ま
で
は
エ

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（第
３
号
）

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
（住
宅
確
保
給
付
金
分
）

問 

制
度
の
詳
細
と
こ
れ

ま
で
の
実
績
は
。

答 

離
職
等
に
よ
り
住
宅

を
失
っ
た
生
活
困
窮
者
に

対
し
家
賃
相
当
分
を
支
給

す
る
も
の
。
平
成
27
年
度

か
ら
施
行
さ
れ
た
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

き
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業

で
あ
る
が
、
当
市
で
は
27

年
度
、
28
年
度
と
も
に
実

績
は
な
い
。

漆
振
興
費
公
有
財
産
購
入
費

問 

目
的
と
内
容
は
。

答 

漆
原
木
確
保
の
た
め

県
有
地
を
購
入
す
る
も

の
。
場
所
は
浄
法
寺
町
明

神
沢
の
２
カ
所
で
、
１

設置が進むごみ集積所

ア
コ
ン
設
置
に
至
っ
て
い

な
い
状
況
に
あ
り
、
今
後

エ
ア
コ
ン
を
入
れ
て
い
く

の
か
に
つ
い
て
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
現

在
は
各
教
室
に
も
扇
風
機

を
必
要
数
配
置
し
て
お

り
、
学
校
で
も
、
水
筒
持

参
や
運
動
着
登
校
の
実
施

な
ど
、
子
供
た
ち
の
水
分

補
給
に
つ
い
て
気
を
配
っ

て
い
る
。
今
後
も
学
校
管

理
下
の
も
と
、
そ
の
よ
う

な
対
策
・
対
応
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

体
育
施
設
管
理
費

問 
今
回
購
入
す
る
土
地

の
場
所
等
内
容
は
。

答 

場
所
は
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
が
建
っ
て
い
る
部

分
の
底
地
と
駐
車
場
の
部

分
で
あ
る
。
今
回
は
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
敷
地

の
売
却
を
希
望
す
る
方
に

つ
い
て
、
全
て
を
購
入
す

る
も
の
。
残
り
の
方
は
売

却
を
希
望
し
て
い
な
い
た

め
、
現
在
の
と
こ
ろ
購
入

の
計
画
は
な
い
。
今
後
時

期
を
見
て
ま
た
伺
い
を
立

て
て
い
く
。

学
校
給
食
実
施
事
務
費

問 

口
座
振
替
導
入
後
も

未
納
者
へ
の
納
付
依
頼
書

を
学
校
を
介
し
て
配
付
す

る
理
由
は
。

答 

こ
れ
ま
で
の
流
れ
も

あ
り
、
未
納
者
に
学
校
と

の
つ
な
が
り
を
意
識
づ
け

る
こ
と
に
も
な
る
た
め
、

学
校
経
由
と
し
た
も
の
。

配
付
す
る
際
は
当
然
、
中

身
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に

学
校
で
配
慮
し
て
手
渡
す

こ
と
に
な
る
。

制
度
を
紹
介
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

総合スポーツセンター
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　 　 条 例 ・ 補 正 予 算 な ど

児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
料

問 

納
付
方
法
の
拡
大
は
。

答 

郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ

納
付
、
口
座
振
替
の
納
付

方
法
が
拡
大
に
な
る
た
め

の
準
備
と
な
る
も
の
。

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

（第
２
号
）

浄
法
寺
診
療
所

問  
地
区
の
開
業
医
が
辞

め
た
こ
と
に
よ
る
影
響
は

ど
う
か
。

答 

４
月
か
ら
患
者
数
が

約
２
割
増
え
た
状
況
で
あ

っ
た
が
、
先
生
が
予
約
患

者
を
あ
る
程
度
調
整
し

て
、
若
干
落
ち
着
い
て
き

て
い
る
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（第
３
号
）

小
中
学
校
保
健
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置

問  

設
置
校
は
。

答 

小
学
校
は
中
央
小
学

校
、
石
切
所
小
学
校
、
御

返
地
小
学
校
、
金
田
一
小

学
校
。
中
学
校
は
御
返
地

中
学
校
、金
田
一
中
学
校
、

浄
法
寺
中
学
校
で
あ
る
。

学
校
給
食
実
施
事
務
費

問 

納
付
方
法
は
。

答 

原
則
口
座
振
替
を
保

護
者
に
お
願
い
し
、
口
座

引
き
落
と
し
が
で
き
な
か

っ
た
方
は
、
納
付
書
を
使

っ
て
、
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
で
納
付
し
て
い
た
だ

く
方
法
と
し
た
い
。
基
本

は
口
座
振
替
だ
が
、
納
付

書
で
し
か
支
払
え
な
い
方

は
納
付
書
で
、
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

文教福祉  常任委員会

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 

新
規
の
担
い
手
は
平

成
28
年
度
か
ら
５
年
間
で

15
人
が
目
標
。
将
来
確
実

に
中
心
経
営
体
と
し
て
集

落
を
率
先
し
て
い
く
人
材

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

市
民
協
働
除
排
雪
支
援
事

業
費

問 

今
回
購
入
す
る
５
台

を
入
れ
た
小
型
除
雪
機
の

台
数
と
、
貸
出
方
法
は
。

答 

今
回
の
購
入
で
27
台

に
な
る
。
シ
ー
ズ
ン
は
じ

め
に
貸
し
出
し
、
３
月
に

回
収
し
て
市
で
保
管
し
、

ま
た
貸
し
出
す
と
き
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
た
上
で

各
地
域
に
貸
し
出
す
形
を

と
っ
て
い
る
。

●
工
場
等
設
置
奨
励
条
例

を
一
部
改
正
す
る
条
例

問 

農
村
地
域
工
業
等
導

入
促
進
法
の
改
正
内
容
は
。

答 

こ
れ
ま
で
工
業
の
５

業
種
に
限
ら
れ
て
い
た
の

が
業
種
限
定
が
な
く
な
っ

た
。
ま
た
、
企
業
の
設
備

投
資
に
対
す
る
固
定
資
産

税
の
課
税
を
免
除
す
る
規

定
が
整
理
さ
れ
た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（第
３
号
）

漆
振
興
費

問 

今
回
購
入
し
な
い
部

分
に
つ
い
て
、
今
後
の
方

向
性
は
。

答 
残
り
の
土
地
は
購
入

し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
県
の
林
業
技
術
セ
ン

タ
ー
か
ら
は
試
験
地
で
あ

る
た
め
購
入
は
待
っ
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

今
後
は
共
同
研
究
を
し
て

い
き
た
い
。

農
業
担
い
手
育
成
指
導
員

問 

二
戸
の
農
業
担
い
手

育
成
の
今
後
に
つ
い
て
ど

産業建設  常任委員会

浄法寺診療所

　定例会の一般質問は、カシオペアＦＭ（周波数 77.9 ＭＨ
ｚ）で録音放送をしています。
　放送日程は、二戸市議会またはカシオペアＦＭのホーム
ページでご確認いただくかお問い合わせください。  

【問い合わせ先】　
  二戸市議会事務局（TEL：0195 ｰ 23 ｰ 3111） 
  カシオペアＦＭ（TEL：0195 ｰ 43 ｰ 3461）

会議録を公開しています

　会議録は、定例会・臨時会での本会議のす

べての内容を記録・製本して、市役所１階情

報公開コーナー、市立図書館および浄法寺カ

シオペアセンターに備えてあります。

　また、平成 18 年以降に開催した定例会・臨

時会の会議録は、市議会ホームページより閲

覧・検索することができます。

市議会の詳しい情報は、二戸市議会のホームページでご覧いただけます。
市議会のページへは、二戸市ホームページ（http://www.city.ninohe.lg.jp/）より
アクセスください。 右のＱＲコードからもアクセスできます→

地域の除雪活動を支援

一般質問をラジオで放送しています
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討 論 　 　

　畠中  泰子  議員
　市内小中学校７校の保健室へのエア
コン設置、学校給食費の口座振込のた
めのシステム導入など、市民や学校現
場にとって待たれている予算化がされ
ていることから賛成する。

議案第５号　平成 29 年度二戸

市一般会計補正予算（第３号）

　畠中  泰子  議員
　核廃絶を掲げる市の議会として採
択すべき。政府は唯一の被爆国として
リーダーシップをとり、核兵器を持つ
国々と持たない国々の橋渡しを努める
と明言した通り、行動を早急に示すこ
とが求められていると考え賛成する。

賛成 反対 　米田　誠  議員
　条約は北朝鮮の重大な脅威に対する
解決策を提起できず、その実効性が疑
問視されている。条約を批准する前に
核保有国と非保有国との対立を回避
し、地道な平和外交を続けることが日
本に求められていると考え反対する。

請願第１号　日本政府がすみやかな核兵器禁止条約に署名し、国会が批

准することを求める請願

　及川  正信  議員
　核保有国の広がりは地球の破滅に繋
がる。米国の核の傘の下にいなければ
ならないという考えをそろそろ見直す
べき。非核平和宣言都市に住む者とし
て世界から核兵器を全廃するためにも、
この条約に日本は賛成すべきと考える。

　鈴木  忠幸  議員
　北朝鮮に対抗するために保有しなけ
ればならないという立場に立つ限り、
核廃絶は遠のくばかり。政府は先頭に
立って早々に批准し、世界に一日でも
早い核兵器の廃絶を訴えていくことが
正しいと考え反対する。

発議第１号　教職員定数の改善

及び義務教育費国庫負担制度拡

充に係る意見書

賛成

　米田　誠  議員
　現時点で北朝鮮と対話を行うことは
北朝鮮の核保有を認めることになる。
国際社会が一致して、核ミサイル開発
を続ける北朝鮮が政策を転換するまで
圧力を高めるべきであると考え、本意
見書に反対する。

発議第３号　北朝鮮の核・ミサイル問題を平和的に解決するための外交努力を求める意見書

　及川  正信  議員
　平和外交、話し合い外交を基本にき
ちんと持ち、制裁決議が守られるよう
各国が協力し合うことが必要。北朝鮮
を追い詰めるような外交ではなく、平
和外交を根気よく、忍耐強く行い、平
和的解決を希求していくべき。

　田口  一男  議員
　安倍首相の強硬姿勢は軍事力の行使
も容認することであり危険。憲法９条
を持つ日本こそ対話による平和解決の
イニシアチブを発揮すべき。米朝の直
接対話による解決を米朝両国に求めて
いくべきと考え、賛成する。

畠中  泰子  議員
　この法の成立過程には疑義の声が上
がっている。対象とされる組織犯罪集
団の定義も曖昧。市民の内心の自由を
守り、日本の民主主義を守る立場から
も、この法律の危険性を再検討して一
刻も早く廃止するべきと考え賛成する。

反対 　米田　誠  議員
　この法整備は国際協力を飛躍的に強化
させる TOC 条約締結に不可欠。また国
民の不安を払拭するのに十分な処罰範囲
の限定と明確化が図られている。組織犯
罪から国民を守るために法整備を行うこ
とは国家として当然の責務と考える。

陳情第１号　「共謀罪」（テロ等組織犯罪準備罪）を新設した改正組織犯

罪処罰法の廃止を求める意見書を国に提出することを要望する陳情

　及川  正信  議員
　共謀罪は独善的に着々と進められて
きた。計画段階で逮捕する権限が与えら
れるため、一般人にも捜査が及ぶ可能性
があり、治安維持法のように法律の骨が
抜けることになる。人権を尊重するため
民主的な法律でいくべきと強く考える。

　鈴木  忠幸  議員
　犯罪を犯していないにもかかわらず
思想や信条、良心や言論の自由など基
本的人権を侵害するような捜査が捜査
機関の判断で行われ、誤った逮捕の可
能性など恐ろしい内容を持つ。当然採
択すべきものと考え賛成する。

　岩崎  敬郎  議員
　定数は満たしているが、講師で埋め
合わせをしている実態は好ましくない。
学校設備や備品等は自治体の負担にな
っており、教育の機会均等を図るため
にも教育全般における予算確保を進め
てもらいたいという観点から賛成する。

賛成

賛成

賛成 賛成

賛成

賛成 賛成

反対

反対 賛成 賛成

　米田　誠  議員
　教職員定数は市内ではほぼ達成され
ており、長時間労働の改善は別に取り
組むべき。国庫負担は教員の給与、手
当の費用であり、義務教育全般にわた
るものではなく、現状では２分の１に
復元することはないと考え反対する。

　畠中  泰子  議員
　ゆきとどいた教育や人間らしい働き
方の保障という観点からも、定数改善
や長時間労働の是正が必要。また、政
府が地方の実情を十分認識して教育行
政が進められるよう予算の絶対確保を
求める立場から賛成する。

　

反
対
し
ま
す
！

賛
成
し
ま
す
！

討  論（決算認定以外）
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議案番号等 議　案　名　等 審議結果

議案

１ 二戸市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）

２ 二戸市工場等設置奨励条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）

３ 二戸市工業等導入促進対策審議会条例を廃止する条例 可決（全員賛成）

４ 平成 28 年度二戸市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決（全員賛成）

５ 平成 29 年度二戸市一般会計補正予算（第３号） 可決（全員賛成）

６ 平成 29 年度二戸市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決（全員賛成）

７ 平成 29 年度二戸市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）

８ 平成 29 年度二戸市生活排水処理事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）

９ 平成 29 年度二戸市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）

10 平成 29 年度二戸市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）

11 平成 29 年度二戸市水道事業会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）

認定

１ 平成 28 年度二戸市一般会計歳入歳出決算認定について 認定（全員賛成）

２ 平成 28 年度二戸市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定（賛成多数）

３ 平成 28 年度二戸市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定（全員賛成）

４ 平成 28 年度二戸市生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定（全員賛成）

５ 平成 28 年度二戸市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定（全員賛成）

６ 平成 28 年度二戸市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定（賛成多数）

７ 平成 28 年度二戸市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定（全員賛成）

８ 平成 28 年度二戸市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定（賛成多数）

９ 平成 28 年度二戸市水道事業会計決算の認定について 認定（全員賛成）

報告

１ 平成 28 年度二戸市健全化判断比率及び経営健全化資金不足比率の報告について 報　　　　　告

２ 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果に関する報告について 報　　　　　告

３ 専決処分の報告について  公用車両の事故に伴う損害賠償 報　　　　　告

請願 １ 日本政府がすみやかな核兵器禁止条約に署名し、国会が批准することを求める請願 採択（賛成多数）

陳情 １ 「共謀罪」（テロ等組織犯罪準備罪）を新設した改正組織犯罪処罰法の廃止を求める意見書を国に提出することを要望する陳情 不採択（賛成少数）

発議

１ 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書 可決（賛成多数）

２ 岩手県の医療費助成制度について更なる拡充を求める意見書 可決（全員賛成）

３ 北朝鮮の核・ミサイル問題を平和的に解決するための外交努力を求める意見書 否決（賛成少数）

４ 日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に署名し、国会が批准することを求める意見書 可決（賛成多数）

議　案　名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

駒
木　
　

昇

清
水　

正
敏

内
沢　

真
申

米
田　
　

誠

三
浦　

利
章

田
口　

一
男

菅
原　

恒
雄 

田
村　

隆
博

國
分　

敏
彦

小
笠
原
清
晃

新
畑　

鉄
男

畠
中　

泰
子

田
中　

勝
二

田
代　

博
之

岩
崎　

敬
郎

田
口　
　

一

及
川　

正
信

鈴
木　

忠
幸

認定第２号　平成 28 年度二戸市国民健康保険特
別会計歳入歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ ○ × 議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第６号　平成 28 年度二戸市土地区画整理事
業特別会計歳入歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ ○ × 議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第８号　平成 28 年度二戸市後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ ○ × 議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第１号　日本政府がすみやかな核兵器禁止条
約に署名し、国会が批准することを求める請願

○ ○ × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第１号　「共謀罪」（テロ等組織犯罪準備罪）
を新設した改正組織犯罪処罰法の廃止を求める意
見書を国に提出することを要望する陳情

× × × × × ○ 議 × × × × ○ × × × × ○ ○

発議第１号　教職員定数の改善及び義務教育費国
庫負担制度拡充に係る意見書

○ ○ × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第３号　北朝鮮の核・ミサイル問題を平和的
に解決するための外交努力を求める意見書

○ × × × × ○ 議 × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○

発議第４号　日本政府がすみやかに核兵器禁止条
約に署名し、国会が批准することを求める意見書

○ ○ × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長は採決には加わりません。　※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対

　 　 審 議 結 果 、 賛 否 の 公 表

審議結果

賛 否 の公表　採決で賛否が分かれた案件の結果です
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一 般 問質

　
　
　

市
長　

皆
様
か
ら
寄
せ

　
　
　

ら
れ
た
信
頼
と
期
待
に

応
え
る
べ
く
、
無
我
夢
中
で

走
っ
て
き
た
４
年
間
だ
っ
た

と
感
じ
て
い
る
。
平
成
27
年

は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
地
域

を
担
う
人
づ
く
り
と
地
域
で
経

済
を
循
環
さ
せ
な
が
ら
稼
ぐ
ま

ち
づ
く
り
の
仕
組
み
が
大
切
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
引
き
継
い
で
き
た
伝
統

に
新
た
な
発
想
を
加
え
な
が

ら
、
安
心
で
元
気
な
ま
ち
二

戸
の
実
現
に
向
け
て
、
誠
心

誠
意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

民
の
皆
様
と
一
緒
に
考
え
な
が

ら
策
定
し
た
第
２
次
二
戸
市
総

合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
い
わ

て
国
体
を
始
め
、
漆
産
業
の
振

興
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
市

も
つ
い
た
こ
と
か
ら
、
安
心
で

元
気
な
ふ
る
さ
と
二
戸
の
実
現

に
向
け
て
、
全
身
全
霊
を
注
い

で
い
く
決
意
を
し
た
の
で
、
来

年
１
月
の
二
戸
市
長
選
挙
に
立

答

　
　
　

市
長
選
挙
に
つ
い
て
、

　
　
　

再
度
立
候
補
す
る
の
か
、

決
意
・
決
断
の
ほ
ど
を
明
ら
か

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

市
長
選
挙
に
再
度
立
候
補
す
る
の
か
決
断
は

立
候
補
す
る
こ
と
を
表
明
す
る

小笠原清晃 議員

市政を問う！

 小笠原 清晃 議員　……………………………………………　Ｐ 12

 １．市長選立候補の決意決断について

 國分　敏彦 議員　……………………………………………　Ｐ 13
 
 １．金田一診療所について
 ２．うるしの苗木について
 ３．教育環境について
 ４．児童生徒の学力について

 田口　     一 議員　……………………………………………　Ｐ 14

 １．にのへ祭りについて
 ２．新県営野球場建設について 
 ３．統合後の御返地中学校跡地について

 新畑　鉄男 議員　……………………………………………　Ｐ 14

 １．農業の今後について
 ２．歴史文化交流施設について 
 ３．友好都市について
 ４．市長選について

 駒木　    昇 議員　……………………………………………　Ｐ 15

 １．新公会計制度にかかる進捗について

 米田　    誠 議員　……………………………………………　Ｐ 16

 １．公共交通について
 ２．自殺対策について
 ３．食品ロス削減について

 田口　一男 議員　……………………………………………　Ｐ 16

 １．県道主要地方道二戸五日市線の国道昇格について
 ２．除雪作業による破損被害と融雪剤の影響について
 ３．稲作の日照対策と減反交付金廃止について

 畠中　泰子 議員　……………………………………………　Ｐ 17

 １．歴史的な核兵器禁止条約採択で世界が大きく変わりつつある中での非核
　 平和宣言都市の役割
 ２．介護保険と子どもの医療費助成について
 ３．農業後継者育成・支援のための親元就農促進事業の創設について
 ４．狭い・古い石切所小学校体育館について

 及川　正信 議員　……………………………………………　Ｐ 18

 １．市長の４年間の市政取組みと、二戸市の政策課題について
 ２．非核平和宣言都市として取組むべき課題について
 ３．御所野遺跡の世界文化遺産推せん見送りについて

９人の議員が一般質問

　一般質問は、議員が市政全般にわたり事業の執行状況や考え方などを

執行機関に質問するものです。

　本定例会では９人の議員が、下記の項目について質問に立ちました。

一 般 問質
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一 般 問質

度
ま
で
の
２
年
間
は
、
第
１
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
仕

上
げ
と
し
て
、
二
戸
消
防
署
及

び
浄
法
寺
分
署
の
移
転
、
浄
法

寺
バ
イ
パ
ス
の
開
通
、
福
岡
中

学
校
の
改
築
な
ど
、
基
盤
整
備

や
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
30
年
後

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
市

内
３
カ
所
で
進
め
て
い
る
再
生

事
業
な
ど
、
市
民
や
企
業
の
皆

様
と
共
創
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

が
動
き
始
め
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

２
期
目
に
あ
た
っ
て
、
第
２

次
総
合
計
画
は
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
方
々
の
思
い
が
盛
り
込

ま
れ
て
お
り
、
こ
の
計
画
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
人
口
減
少

候
補
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
。

謙
虚
な
気
持
ち
と
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
市
民

の
皆
様
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い

く
決
意
で
あ
る
。

　
　
　

１
期
目
の
感
想
は
ど
の

　
　
　

よ
う
な
も
の
か
。
ま
た

２
期
目
は
将
来
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
考
え
方
で
臨
む
の
か
。

　
　
　

市
長　

市
長
選
挙
へ
の

　
　
　

対
応
に
つ
い
て
は
９
月

議
会
ご
ろ
ま
で
に
意
向
を
固
め

た
い
と
の
答
弁
を
申
し
上
げ
て

い
た
。
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に

つ
く
り
上
げ
た
第
２
次
二
戸
市

総
合
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
施
策

も
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基

づ
い
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
気
持
ち
の
整
理

答

地方創生の連携に関する協定締結式

　
　
　

教
育
長　

全
国
学
力
・

　
　
　

学
習
状
況
調
査
の
Ｂ
問

題
に
お
い
て
、
小
中
学
校
と
も

に
全
国
平
均
を
上
回
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
考
え
る
力
を
育
て

る
授
業
が
市
内
の
小
中
学
校
に

お
い
て
広
く
展
開
さ
れ
て
い
る

結
果
と
捉
え
て
い
る
。
今
後
も

教
育
委
員
会
と
学
校
が
と
も
に

手
を
携
え
な
が
ら
、
授
業
改
善

に
よ
る
学
力
向
上
を
推
進
す
る

よ
う
努
め
る
。
一
方
で
、
テ
レ

ビ
を
２
時
間
以
上
見
て
い
る
割

合
が
全
国
に
比
べ
て
高
く
、
家

庭
で
２
時
間
以
上
勉
強
し
て
い

る
割
合
が
全
国
に
比
べ
て
低
い

と
い
う
課
題
が
あ
る
。
学
校
と

家
庭
と
が
連
携
し
な
が
ら
家
庭

学
習
の
習
慣
化
を
一
層
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

催
し
、
情
報
交
換
や
交
流
の
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い
て
提
言
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
情
報
交
換
に

関
わ
る
最
大
の
課
題
は
、
全
て

の
情
報
が
集
ま
る
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
点
で
あ
り
、
全
て
の

園
と
小
学
校
の
関
係
者
が
集
ま

る
幼
保
小
連
携
研
修
会
に
お
け

る
情
報
交
換
の
持
ち
方
を
工
夫

す
る
な
ど
、
効
率
的
な
実
施
に

つ
い
て
支
援
を
し
て
い
く
。

　
　
　

児
童
生
徒
の
学
力
の
現

　
　
　

状
と
課
題
は
。

児
童
生
徒
の
学
力

本
数
は
、
生
産
組
合
の
実
働
状

況
等
か
ら
類
推
し
、
３
年
間
で

約
１
万
９
千
本
と
推
計
し
て
い

る
。

　

年
間
生
産
は
２
㌧
を
目
標

と
し
、
必
要
な
原
木
は
年
間

１
万
２
千
本
を
見
込
ん
で
い
る
。

新
た
な
苗
木
生
産
体
制
を
確
立

し
た
場
合
に
も
出
荷
ま
で
に
は

最
低
２
年
は
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
当
面
は
植
栽
と
同
じ
効

果
を
得
ら
れ
る
伐
採
後
の
萌
芽

管
理
の
徹
底
に
重
点
を
置
き
、

サ
イ
ク
ル
構
築
に
対
応
で
き
る

植
栽
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

就
学
前
教
育
と
学
校
教

　
　
　

育
の
連
携
に
つ
い
て
、

情
報
共
有
の
現
状
と
課
題
は
。

　
　
　

教
育
長　

幼
保
小
連
携

　
　
　

推
進
会
議
を
年
２
回
開

入
学
に
伴
う
教
育
環
境

今
後
の
漆
植
栽
計
画
は

サ
イ
ク
ル
構
築
に
対
応
で
き
る
計
画
を
策
定

問

答

答

　
　
　

過
去
３
年
間
の
漆
苗
木

　
　
　

植
栽
数
と
漆
を
掻
い
た

本
数
は
。
ま
た
、
今
後
の
植
栽

計
画
は
。

　
　
　

市
長　

二
戸
地
方
森
林

　
　
　

組
合
及
び
浄
安
森
林
組

合
が
３
年
間
に
市
内
の
方
へ
あ

っ
せ
ん
し
た
苗
木
本
数
は
、
約

６
千
本
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

以
外
に
も
個
人
的
に
苗
木
を
確

保
、
あ
る
い
は
生
産
し
植
栽
さ

れ
た
方
も
い
る
と
思
う
が
、
苗

木
造
林
補
助
制
度
の
活
用
を
案

内
し
な
が
ら
把
握
に
努
め
て
い

る
現
状
で
あ
る
。
漆
を
掻
い
た

問答

問

植栽後１年目の漆の若木

問

國分 敏彦 議員
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一 般 問質

　
　
　

御
返
地
中
学
校
統
合
後

　
　
　

の
校
舎
、
体
育
館
、
プ

ー
ル
、
校
庭
等
の
活
用
方
法
は
。

営
方
法
な
ど
協
議
を
重
ね
て
い

く
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
31

年
度
に
工
事
着
手
す
る
と
し
て

い
た
実
施
計
画
か
ら
は
遅
れ
る

も
の
と
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　

進
め
て
い
る
の
で
、
現
時
点
で

は
友
好
都
市
締
結
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　
　

市
長
選
立
候
補
に
あ
た

　
　
　

り
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
考
え
は
。

　
　
　
市
長　

次
の
世
代
を
担

　
　
　

う
若
い
人
材
づ
く
り
が

　
　
　

二
戸
市
に
は
さ
ま
ざ
ま

　
　
　

な
都
市
と
課
題
を
共
有

す
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

な
い
地
域
企
業
の
商
品
力
強
化

や
販
売
戦
略
に
も
つ
な
が
り
、

地
域
経
済
の
維
持
、
発
展
に
も

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

　

　

　
　
　

高
齢
化
が
進
み
、
耕
作

　
　
　

放
棄
地
が
増
え
る
今
日
、

農
業
に
意
欲
を
持
て
る
よ
う
な

施
策
の
考
え
は
。

　
　
　
市
長　

校
舎
が
築
45
年
、

　
　
　

体
育
館
が
築
43
年
経
過

す
る
な
ど
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
状
況
で
あ
る
。
御
返
地
出

張
所
が
入
っ
た
地
域
の
集
会
施

設
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
活
用
方

法
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は

御
返
地
地
区
の
公
共
施
設
の
あ

り
方
等
も
踏
ま
え
て
、
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
教
育
長　

現
在
生
徒
24

　
　
　

人
が
在
籍
し
て
お
り
、

生
徒
の
学
習
環
境
を
優
先
す
る

こ
と
を
考
慮
し
、
ま
だ
検
討
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
市
長
部
局

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
検

討
・
対
応
し
た
い
。

市
外
か
ら
の
観
客
も
増
え
て
い
る
。

　

出
演
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、

町
内
会
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

企
業
や
幼
稚
園
、
団
体
な
ど
参

加
を
広
く
呼
び
か
け
て
い
く
こ

と
や
、
流
し
踊
り
、
ナ
ニ
ャ
ト

ヤ
ラ
も
今
年
か
ら
飛
び
込
み
で

も
参
加
で
き
る
な
ど
、
個
人
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
る
場

と
し
て
も
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

三
社
大
祭
は
歴
史
的
に
も
古

く
、
呑
香
稲
荷
神
社
の
六
角
み

こ
し
は
１
７
６
３
年
に
南
部

公
か
ら
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
、

４
５
０
年
の
歴
史
が
あ
る
。
観

客
を
増
や
す
た
め
に
は
、
歴
史

的
価
値
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
マ
ス

コ
ミ
へ
の
情
報
提
供
を
広
く
厚

く
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
二
戸
に
は
、
漆
、

リ
ン
ゴ
の
は
る
か
、
サ
ク
ラ
ン

ボ
の
夏
恋
、
短
角
牛
な
ど
の
良

い
も
の
が
あ
り
、
二
戸
あ
る
い

は
稲
庭
な
ど
の
自
然
と
も
結
び

つ
く
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
の
方
法
も
今

後
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

統
合
後
の
御
返
地
中

学
校
の
活
用
は

二
戸
ま
つ
り
出
演
者
・
観
客
を
増
や
す
対
策
は

個
人
の
演
技
を
見
せ
る
場
・
歴
史
的
価
値
を
Ｐ
Ｒ

答 答

　
　
　

二
戸
ま
つ
り
観
客
の
入

　
　
　

り
込
み
数
、
出
演
者
数

は
。
今
後
は
ど
の
よ
う
に
し
て

増
や
す
の
か
。

　
　
　
市
長　

平
成
22
年
に
約

　
　
　

４
万
人
で
あ
っ
た
入

り
込
み
客
数
は
、
本
年
は
約

３
万
３
千
人
と
い
う
状
況
で
あ

っ
た
。
参
加
者
、
出
演
者
数
は
、

４
日
間
で
６
７
０
０
人
と
捉
え

て
い
る
。
一
方
で
、
平
成
17
年

に
始
ま
っ
た
前
夜
祭
は
、
９
台

の
山
車
組
に
よ
る
百
人
太
鼓
や

花
火
大
会
、
カ
シ
オ
ペ
ア
フ
ー

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
加
わ
り
、

問答

問

にのへの秋を彩る二戸まつり

市
長
選
に
あ
た
っ
て

問

問

農
業
に
意
欲
を
持
て
る
施
策
は

新
た
な
発
想
や
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

新畑 鉄男 議員 田口　一 議員

友
好
都
市
締
結
の
考
え
は

答 問
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一 般 問質

こ
れ
か
ら
の
二
戸
市
に
と
っ
て

は
必
要
。
農
業
、
産
業
、
地
域
、

観
光
な
ど
、
ど
の
分
野
で
も
積

極
的
に
活
動
す
る
人
材
が
い
る

こ
と
で
地
域
の
活
力
が
生
ま
れ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に

も
つ
な
が
る
。
漆
を
始
め
、
地

域
の
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
稼

ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
う
。

思
う
が
、
友
好
都
市
を
結
ぶ
考

え
は
。
　

　
　
　
市
長　

友
好
都
市
は
将

　
　
　

来
に
わ
た
っ
て
つ
な
が

り
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
な

る
た
め
、
目
的
を
は
っ
き
り
さ

せ
た
上
で
一
方
的
で
は
な
い
友

好
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
重
要
。

他
市
町
村
と
は
い
ろ
い
ろ
な
情

報
発
信
を
行
い
な
が
ら
交
流
を

　
　
　

歴
史
文
化
交
流
施
設
の

　
　
　

完
成
と
構
想
は
。

　
　
　

市
長　

こ
の
施
設
が
地

　
　
　

域
全
体
に
波
及
効
果
を

広
げ
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
皆

さ
ん
、
若
い
皆
さ
ん
と
協
議
の

場
を
設
け
、
施
設
の
内
容
や
運

歴
史
文
化
交
流
施
設

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

問

　
　
　

市
長　

二
戸
の
特
徴
を

　
　
　

生
か
し
な
が
ら
、
新
た

な
発
想
や
取
り
組
み
を
進
め
る

地
域
の
担
い
手
を
支
援
し
、
収

益
が
高
く
、
地
域
農
業
を
け
ん

引
で
き
る
農
業
経
営
体
の
育
成

と
農
業
農
村
の
維
持
・
継
承
に

努
め
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
、

農
業
生
産
者
の
み
な
ら
ず
、
国

際
的
な
経
済
動
向
に
左
右
さ
れ

答

建設予定地の旧岡本小学校

　
　
　

市
長　

平
成
28
年
度
か

　
　
　

ら
普
通
交
付
税
に
よ
る

地
方
公
会
計
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、

運
用
に
か
か
る
費
用
相
当
分
に

つ
い
て
支
援
措
置
が
あ
る
ほ
か
、

特
別
交
付
税
に
よ
る
職
員
研
修

に
要
す
る
経
費
な
ど
へ
の
支
援

が
な
さ
れ
て
い
る
。

導入に向けた準備が進められている

を
深
め
る
と
と
も
に
、
固
定
資

産
台
帳
整
備
の
た
め
、
資
産
資

料
の
作
成
を
進
め
て
き
た
。
平

成
29
年
度
は
当
初
予
算
に
地
方

公
会
計
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料
、

保
守
管
理
委
託
料
を
計
上
し
、

８
月
末
に
シ
ス
テ
ム
導
入
等
委

託
が
完
了
、
固
定
資
産
台
帳
の

整
備
も
進
め
て
お
り
、
今
後
期

末
一
括
仕
分
け
に
よ
り
財
務
書

類
等
の
作
成
を
進
め
、
公
表
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

国
の
支
援
策
と
し
て
導

　
　
　

入
に
か
か
る
費
用
は
。

３
年
間
で
全
て
の
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
作
成
す
る
こ
と
と

な
っ
た
も
の
。

　

変
わ
る
部
分
は
、
１
つ
は
固

定
資
産
台
帳
の
整
備
、
２
つ
目

は
複
式
簿
記
の
導
入
、
３
つ
目

は
原
則
と
し
て
平
成
28
年
度
決

算
財
務
書
類
か
ら
適
用
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
、
こ
の
統
一
的

な
基
準
に
よ
る
財
務
書
類
等
を

作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民

や
議
会
、
外
部
に
対
す
る
財
務

情
報
の
分
か
り
や
す
い
開
示
が

図
ら
れ
る
ほ
か
、
現
金
主
義
会

計
を
補
完
す
る
こ
と
で
、資
産
・

負
債
の
一
覧
的
把
握
や
行
政
コ

ス
ト
の
把
握
、
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
等
へ
の
活
用
も
見
込

ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り

　
　
　

検
討
状
況
は
進
ん
で
い

る
の
か
。

　
　
　

市
長　

国
で
は
平
成
29

　
　
　

年
度
ま
で
の
作
成
を
要

請
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て
も

期
限
ま
で
の
作
成
を
目
指
し
、

準
備
を
進
め
て
い
る
。
平
成
28

年
度
は
職
員
の
制
度
へ
の
熟
度

新
公
会
計
制
度
に
か
か
る
進
捗
状
況
は

国
の
期
限
ま
で
の
作
成
・
準
備
を
進
め
て
い
る

問

　
　
　

統
一
的
基
準
の
概
略
と

　
　
　

変
わ
る
部
分
に
つ
い
て
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
　

市
長　

こ
の
制
度
は
地

　
　
　

方
公
共
団
体
に
企
業
会

計
の
考
え
方
を
導
入
し
、
会
計

情
報
を
今
ま
で
よ
り
も
充
実
さ

せ
、
新
た
に
得
ら
れ
る
会
計
情

報
を
行
政
運
営
に
活
用
し
て
効

率
的
に
進
め
て
い
こ
う
と
す
る

取
り
組
み
で
あ
る
。
平
成
27
年

１
月
の
総
務
大
臣
通
知
に
よ
り
、

統
一
的
な
基
準
に
よ
る
財
務
書

類
等
を
原
則
と
し
て
、
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の

問答

問

答

答

駒木　昇 議員

答

答
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一 般 問質

給
食
の
残
飯
等
に
つ
い
て
は
、

二
戸
た
ば
こ
堆
肥
生
産
組
合
に

搬
入
し
堆
肥
化
す
る
こ
と
で
廃

棄
物
か
ら
有
価
物
へ
の
変
換
を

図
っ
て
い
る
。
岩
手
県
と
も
協

力
し
な
が
ら
、
食
品
ロ
ス
の
削

減
、
ひ
い
て
は
ご
み
の
減
量
化

に
市
民
と
一
体
に
な
っ
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

除
雪
等
に
よ
る
破
損
被

　
　
　

害
と
融
雪
剤
の
影
響
は
。

　
　
　

市
長　

日
照
対
策
に
つ

　
　
　

い
て
市
独
自
の
調
査
は

行
っ
て
い
な
い
。
今
後
の
天
候

の
推
移
を
注
視
し
な
が
ら
普
及

セ
ン
タ
ー
や
農
協
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
病
害
虫
防
除
の

徹
底
や
適
期
の
刈
り
取
り
な
ど
、

収
量
の
確
保
と
品
質
向
上
に
向

け
た
適
正
管
理
が
図
ら
れ
る
よ

う
指
導
し
て
い
く
。
米
の
直
接

せ
の
雪
に
よ
り
傾
い
た
も
の
等

21
カ
所
程
度
、
長
年
の
雪
の
荷

重
に
よ
る
沈
下
湾
曲
は
29
カ
所

程
度
と
把
握
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
修
繕
は
生
活
道
路
を
優
先
し
、

い
る
。
柿
ノ
木
平
地
区
の
急
カ

ー
ブ
の
解
消
な
ど
重
点
項
目
と

し
て
、
市
も
県
に
要
望
し
続
け

て
い
る
。
県
も
重
要
ル
ー
ト
と

認
識
し
検
討
の
状
況
で
あ
る
。

除
雪
の
安
全
対
策
は

　
　
　

高
速
道
八
戸
線
の
通
行

　
　
　

禁
止
に
よ
る
迂
回
路
線

と
し
て
の
県
道
二
戸
五
日
市
線

の
迅
速
な
整
備
と
隣
県
の
要
所

と
な
る
国
道
昇
格
は
。

　
　
　

　
　
　

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け

　
　
　

た
啓
発
は
。

　
　
　
市
長　

広
報
等
で
の
啓

　
　
　

発
活
動
に
加
え
て
、
岩

手
県
と
連
携
し
て
、「
も
っ
た

い
な
い
・
い
わ
て
」
食
べ
き
り

協
力
店
と
称
し
、
市
内
の
飲
食

店
・
宿
泊
施
設
等
に
食
べ
残
し

の
削
減
や
30
・
10
運
動
に
取
り

組
み
、
ポ
ス
タ
ー
・
啓
発
用
品

等
を
配
布
し
、
関
係
団
体
と
協

力
し
な
が
ら
進
め
る
。
ま
た
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
る

の
場
合
、
70
代
、
80
代
の
自
殺

者
が
多
く
、
原
因
や
動
機
は
健

康
問
題
28
・
４
％
、
家
庭
問
題

６
・
２
％
、
勤
務
等
の
問
題
６
・

２
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
の
自
殺
対
策
基
本
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
地
方
公
共

団
体
が
地
域
自
殺
対
策
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
た
。
国
の
大
綱
や
県
の
計
画

を
勘
案
し
、
平
成
30
年
ま
で
に

自
殺
対
策
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

地
域
住
民
と
の
話
し
合

　
　
　

い
は
行
っ
て
き
た
か
。

　
　
　
市
長　

路
線
の
新
設
や

　
　
　

ダ
イ
ヤ
等
の
見
直
し
な

ど
、
機
会
を
捉
え
て
地
域
住
民

や
関
係
団
体
と
の
話
し
合
い
を

行
っ
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
は

公
共
交
通
の
現
状
や
課
題
な
ど

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
出
前
講

座
に
も
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
地

域
の
要
望
・
ニ
ー
ズ
等
の
把
握

に
努
め
る
。

食
品
ロ
ス
の
削
減

市
民
へ
の
生
き
る
支
援
を
進
め
る
計
画
策
定
を

平
成
30
年
度
ま
で
に
策
定
す
る

問答

　
　
　

自
殺
の
実
態
と
分
析
に

　
　
　

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

市
民
へ
の
生
き
る
支
援
を
進
め

る
計
画
策
定
が
必
要
と
考
え
る

が
今
後
の
方
針
は
。

　
　
　

市
長　

二
戸
管
内
の
自

　
　
　

殺
死
亡
率
（
人
口
10
万

人
あ
た
り
の
自
殺
者
数
）
は
平

成
10
年
に
62
・
９
人
、
実
数
は

44
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に

あ
る
。
平
成
27
年
で
、
二
戸

管
内
は
39
・
５
人
の
実
数
22

人
。
実
数
の
内
訳
は
、
二
戸
市

８
人
、
軽
米
町
４
人
、
九
戸
村

３
人
、
一
戸
町
７
人
。
二
戸
市

問答

食
べ
き
り
運
動
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー

答

問

問

高
速
道
八
戸
線
の
迂
回
路
線
と
し
て
の
県
道
の
国
道
昇
格
は

国
道
昇
格
は
困
難　

県
道
は
早
急
な
整
備
を
強
く
要
望
す
る

田口 一男 議員 米田　誠 議員

※
「
30･

10
運
動
」
…
宴
会
開
始
後
30

分
間
は
自
分
の
席
で
出
さ
れ
た
料
理
を

味
わ
い
、
終
了
10
分
前
に
再
び
席
に
戻

り
出
さ
れ
た
料
理
を
食
べ
き
る
よ
う
に

し
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
な
げ
る
運
動
。

公
共
交
通
体
系
の
構
築

問答
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一 般 問質

　
　
　

市
長　

除
雪
は
に
の
へ

　
　
　

環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
委
託
。

堆
雪
帯
の
未
設
置
路
線
が
多
く

車
両
の
交
差
を
容
易
に
す
る
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
付
近
ま
で
除
雪
し

て
い
る
。
山
間
部
は
春
除
雪
の

時
期
も
積
雪
量
が
多
く
、
交
通

安
全
施
設
等
の
破
損
の
可
能
性

も
あ
る
。
浄
法
寺
地
区
の
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
破
損
状
況
は
、
幅
寄

支
払
交
付
金
廃
止
に
伴
う
市
内

の
米
農
家
の
減
収
額
は
28
年
度

実
績
で
約
３
千
万
円
。
農
業
経

営
を
総
体
的
に
補
て
ん
す
る
制

度
と
し
て
農
業
経
営
収
入
保
険

制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
農
業
災

害
補
償
制
度
は
当
然
加
入
制
か

ら
任
意
制
に
。
農
業
経
営
者
が

経
営
状
況
等
に
合
わ
せ
選
択
し

加
入
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

山
間
部
の
雪
害
に
よ
る
破
損
箇

所
に
は
十
分
な
対
応
と
な
っ
て

い
な
い
。
散
布
さ
れ
た
融
雪
剤

は
多
量
の
雪
に
希
釈
さ
れ
る
の

で
自
然
環
境
に
は
影
響
が
な
い
。

　
　
　

稲
作
の
日
照
対
策
と
減

　
　
　

反
交
付
金
廃
止
に
伴
う

影
響
は
。

平
成
５
年
の
沖
縄
を
最
後
に
国

道
昇
格
が
さ
れ
て
い
な
い
の
で

昇
格
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
　

市
長　

県
道
二
戸
五
日

　
　
　

市
線
は
高
速
道
八
戸
線

の
交
通
事
故
、
自
然
災
害
等
の

迂
回
対
策
路
線
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
国
道
４
号
線
を
起
点
に

国
道
２
８
２
号
線
の
重
要
な
連

絡
路
線
で
あ
る
。
し
か
し
、
樋

口
地
区
か
ら
八
幡
平
ま
で
の
区

間
は
狭
く
、
急
カ
ー
ブ
、
歩
道

未
整
備
の
区
間
が
相
当
残
っ
て

答

答

二戸市と八幡平市を結ぶ
県道二戸五日市線

あ
り
、
保
険
者
で
あ
る
二
戸
地

区
広
域
行
政
事
務
組
合
が
健
全

な
事
業
運
営
に
つ
い
て
精
査
し

決
定
し
た
。
滞
納
に
よ
り
３
割

負
担
と
な
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

使
え
な
い
と
い
う
相
談
は
な
い
。

　
　
　

国
の
新
規
就
農
者
支
援

　
　
　

事
業
の
対
象
と
な
ら
な

い
親
元
就
農
の
若
者
も
支
援
を
。

　
　
　

市
長　

現
在
は
青
年
等

　
　
　

就
農
計
画
制
度
を
は
じ

め
、
各
種
研
修
制
度
や
サ
ポ
ー

ト
が
様
々
創
設
さ
れ
て
い
る
。

青
年
新
規
就
農
者
の
早
期
就
農

定
着
と
経
営
の
安
定
化
を
目
指

し
、
国
、
県
、
農
業
関
係
者
と

連
携
し
支
援
に
努
め
る
。

平
和
宣
言
都
市
の
役
割
と
し
て

全
て
の
国
の
核
兵
器
廃
絶
と
軍

縮
の
た
め
最
大
限
の
努
力
を
払
う
。

　
　
　

年
金
が
減
っ
て
い
る
の

　
　
　

に
介
護
保
険
料
は
当
初
の

倍
以
上
で
も
は
や
限
界
点
。
滞
納

者
２
４
８
人
、
う
ち
３
割
負
担
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
受
け
て
い
る
方

は
３
人
。
滞
納
に
よ
り
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
利
用
を
諦
め
て
い
る
人
は
。

次
期
計
画
で
は
引
き
下
げ
を
。

　
　
　
市
長　

給
付
額
増
加
に

　
　
　

伴
う
保
険
料
の
増
額
で

親
元
就
農
へ
の
支
援
を

　
　
　

核
兵
器
禁
止
条
約
と
会

　
　
　

議
に
参
加
せ
ず
署
名
も

拒
否
の
日
本
政
府
へ
の
所
見
は
。

　
　
　

市
長　

条
約
制
定
交
渉

　
　
　

不
参
加
を
問
題
視
す
る

自
治
体
も
あ
る
が
、
核
兵
器
の

な
い
世
界
の
実
現
を
目
指
す
点

で
は
政
府
の
態
度
と
共
通
で
あ
る
。

　
　
　

条
約
の
歴
史
的
意
義
を

　
　
　

認
識
し
た
平
和
行
政
を
。

　
　
　

市
長　

合
併
後
、
新
た

　
　
　

に
平
和
首
長
会
議
へ
加

盟
。
８
月
に
広
島
・
長
崎
原
爆

無
縁
死
没
者
名
簿
の
掲
示
、
原

爆
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
等
を
拡
大
。
今

後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報

発
信
を
充
実
さ
せ
る
等
、
非
核

次
期
介
護
事
業
計
画

狭
く
て
古
い
石
切
所
小
学
校
体
育
館
の
改
築
は

市
全
体
の
学
校
整
備
計
画
を
検
討
し
て
い
く

石切所小学校体育館

問

答

答

　
　
　

昭
和
44
年
整
備
の
石
切

　
　
　

所
小
学
校
体
育
館
は
古

く
、
使
用
上
不
便
で
狭
い
た
め

に
支
障
が
生
じ
て
い
る
。
改
築
は
。

　
　
　

教
育
長　

石
小
体
育
館

　
　
　

は
５
７
６
平
方
㍍
で
児

童
１
人
あ
た
り
面
積
が
市
内
の

学
校
で
一
番
狭
く
、
通
路
と
し

て
も
使
用
し
、
児
童
や
先
生
方

が
不
便
を
感
じ
て
い
る
。
他
に

も
老
朽
化
の
学
校
施
設
が
あ
る

た
め
、
市
全
体
の
学
校
整
備
計

画
を
検
討
す
る
。
部
分
的
改
修

は
こ
れ
ま
で
同
様
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
事
業
の
中
で
対
応
し
て
い
く
。

問答

問

問

畠中 泰子 議員

収
入
保
険
制
度
の
検
証
は

核
兵
器
禁
止
条
約
採
択
と
非

核
平
和
宣
言
都
市
の
役
割

問

答

問答
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一 般 問質

な
状
況
に
あ
る
。
市
長
は
市
長

会
を
通
じ
話
し
合
い
に
よ
る
解

決
に
努
め
る
こ
と
を
政
府
に
求

め
る
行
動
を
起
こ
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
市
長　

ま
ず
は
国
会
な

　
　
　

り
国
が
動
く
べ
き
。
私

ど
も
も
市
長
会
や
様
々
な
分
野

の
中
で
話
は
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
　

御
所
野
遺
跡
は
今
年
も

　
　
　

推
薦
を
見
送
ら
れ
た
が
、

市
長
の
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

　
　
　
市
長　

今
後
に
お
い
て

　
　
　

も
カ
シ
オ
ペ
ア
連
邦
議

会
議
員
協
議
会
を
は
じ
め
、
行

政
と
民
間
が
一
体
と
な
り
世
界

遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
る
。

思
う
。
従
来
の
観
光
地
に
加
え
、

民
間
事
業
者
と
の
協
力
が
必
要
。

新
し
い
発
想
で
取
り
組
み
、
交

流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　
　

米
国
と
北
朝
鮮
の
挑
発

　
　
　

の
応
酬
は
極
め
て
危
険

米
朝
問
題
は
話
し
合
い

で
平
和
解
決
を

の
た
め
に
は
故
郷
の
良
さ
を
伝

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
、

就
職
先
や
暮
ら
し
の
情
報
を
分

か
り
や
す
く
発
信
す
る
こ
と
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

主
要
施
策
と
す
る
人
づ

　
　
　

く
り
の
重
要
性
、
必
要

性
と
４
年
間
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　
　
市
長　

人
口
が
減
少
し

　
　
　

て
い
く
中
で
、
元
気
に

活
動
す
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
が
い

る
こ
と
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
も
つ
な
が
る
。
カ
シ
オ

ペ
ア
１
０
０
㌔
徒
歩
の
旅
や
二

戸
市
民
文
士
劇
で
は
元
気
な
若

者
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る

な
ど
、
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

も
人
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
行
動
す
る
人

が
増
え
て
き
て
お
り
、
成
果
が

見
え
始
め
て
い
る
と
思
う
。

　
　
　

市
の
経
済
力
、
財
政
力

　
　
　

強
化
策
は
観
光
産
業
の

振
興
を
中
心
と
す
る
交
流
人
口

増
加
政
策
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
　
市
長　

地
域
資
源
を
ど

　
　
　

の
よ
う
に
活
か
し
て
い

く
か
と
い
う
視
点
が
大
切
だ
と

〝
人
づ
く
り
〟
政
策
の
重
要
性
と
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は

行
動
す
る
人
が
増
え
、
成
果
が
見
え
始
め
て
い
る

問

答

答

　
　
　

市
長
就
任
に
あ
た
り
、

　
　
　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
元
気
な
二
戸
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
述
べ
て
い
る
が
、

今
の
人
口
減
少
の
流
れ
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
　
　
市
長　

平
成
28
年
度
１

　
　
　

年
間
で
本
市
の
人
口
は

４
６
７
人
減
っ
て
い
る
。
特
に

社
会
増
減
で
若
い
世
代
が
進
学

や
就
職
な
ど
の
転
出
で
１
８
６

人
も
減
と
な
っ
て
い
る
。
す
ぐ

に
効
果
が
出
る
施
策
は
な
か
な

か
難
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
こ

問答

問答

問

カシオペア 100㌔徒歩の旅

及川 正信 議員

御
所
野
遺
跡
の
今
後

問答

議会活動の報告

（
８
月
か
ら
10
月
）

８
月
18
日

　

議
会
運
営
委
員
会

　

平
成
29
年
第
１
回
臨
時
会

８
月
21
日

　

二
戸
市
・
三
戸
町
・
田
子
町
議
会
議
員

協
議
会
総
会

８
月
23
日

　

広
聴
広
報
委
員
会
広
報
部
会

８
月
30
日

　

総
務
常
任
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

９
月
４
日

　

議
会
運
営
委
員
会

９
月
６
日
～
27
日

　

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会

９
月
26
日

　

会
派
代
表
者
会
議

９
月
27
日

　

議
会
運
営
委
員
会

　

広
聴
広
報
委
員
会
広
報
部
会

　

会
派
代
表
者
会
議

９
月
29
日

　

広
聴
広
報
委
員
会
広
聴
部
会

10
月
10
日

　

カ
シ
オ
ペ
ア
連
邦
議
会
議
員
協
議
会
議
員

活
動
推
進
交
流
会

10
月
18
日
～
20
日

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
管
外
行
政
調
査

10
月
24
日

　

広
聴
広
報
委
員
会
広
報
部
会

10
月
27
日

　

二
戸
市
・
三
戸
町
・
田
子
町
議
会
議
員
協

議
会
役
員
会

　

広
聴
広
報
委
員
会
広
聴
部
会
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　 　 臨 時 会 の 概 要 、 活 動 報 告

　平成 29 年８月 18 日に、第１回臨時会が招集されました。

　市長提出の補正予算１件について審議がなされ、全員賛成で可決された

ほか、議員の任期中、２年に１度の各委員会の所属替えが行われました。

　　各委員会の新しいメンバーは下記のとおりとなりました。

総務常任委員会

委  員  長 内  沢　真  申

副委員長 米  田  　　誠

委        員

菅  原　恒  雄

田  村　隆  博

新  畑　鉄  男

田  口  　　一

議会運営委員会

委  員  長 田  中　勝  二

委        員

田  口　一  男

副委員長 田  村　隆  博 小笠原   清  晃

委        員 内  沢　真  申 及  川　正  信

文教福祉常任委員会

委  員  長 三  浦　利  章

副委員長 鈴  木　忠  幸

委        員

駒  木  　　昇

清  水　正  敏

田  口　一  男

小笠原   清 晃

産業建設常任委員会

委  員  長 田  代　博  之

副委員長 畠  中　泰  子

委        員

國  分　敏  彦

田  中　勝  二

岩  崎　敬  郎

及  川　正  信

心機一転頑張ります！

よろしくお願いいたします。

各常任委員会、議会運営委員会委員の選任

平成 29 年

第１回臨時会

　　　平成 29 年度二戸市一般会計補正予算（第２号） 
　
　　 　   ◇補正額　　　　　　　  １億９，９２０万円

　　　　平成 29 年７月 22 日から 23 日にかけて発生した大雨災害の復旧に要する予算措置です。

本会議は、当日の受付で傍聴できます。

傍聴を希望する場合は、議会開催日に市

役所３階までお越しください。車椅子を

ご利用の方も傍聴が可能です。介助が必

要な場合は、事務局職員へお声がけくだ

さい。

　また、市役所および浄法寺総合支所の

１階ホールでは、テレビで議会中継を見

ることができます。

※９月定例会の傍聴者は15人 （延べ）でした。

議会を傍聴してみませんか

二戸市・三戸町・田子町議会議員協議会

県境産廃の今を視察

　８月 21日、二戸市・三戸町・田子町議会議員協議会の研修

会と総会が開催されました。

　研修会では、岩手県と青森県の県境産廃不法投棄現場を視察。

両県の原状回復に対する取り組みについて説明を受け、参加者

は改めて、不法投棄事件がもたらした影響の大きさを実感して

いました。

　７月 28日、カシオペア連邦議会議員協議会の
研修会と総会が開催されました。

　研修会では、一戸町の御所野縄文博物館の高

田和徳館長が、北海道・北東北の縄文遺跡群の

持つ価値やユネスコ世界文化遺産登録に向けた

カシオペア連邦議会議員協議会

登録実現に向け 御所野の挑戦

取り組みについて講演。今年度の推薦は見送られる結果となり

ましたが、今後に向けた認識を共有する機会となりました。
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発
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028-6192　
岩

手
県

二
戸

市
福

岡
字

川
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４
７

     Ｔ
Ｅ

Ｌ
0195（

23）
3111　

  Ｆ
Ａ

Ｘ
0195（
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1633

二戸市議会のホームページ（市ホームページよりアクセス）　　 http://www.city.ninohe.lg.jp/

二戸市議会のメールアドレス 　　　　　　　　　　      gikai@city.ninohe.iwate.jp　

　　

前
回
号
よ
り
、
二
戸
の
元

気
な
子
ど
も
た
ち
が
表
紙
を

飾
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
お
気

づ
き
に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
？

　

市
内
の
幼
稚
園
・
こ
ど
も

園
・
保
育
所
に
通
う
二
戸
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
表
紙
以
外
で
も
、

た
く
さ
ん
の
市
民
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
議
会

と
市
民
が
作
る
議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
号
よ
り
、
市
民
の
方
々
の

声
を
届
け
る
コ
ー
ナ
ー
が
ス

タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。
皆

様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

  　
（
畠
中　

泰
子　

記
）

広
聴
広
報
委
員
会

   
委 
員 
長　

内 
沢　

真 
申

 
（
広
報
部
会
）

   
部 
会 
長　

清 
水　

正 
敏

   
副
部
会
長  
畠 
中　

泰 
子

　 
委    
員　

駒 
木　
　 
昇

　

委　
　

員　

三 
浦　

利 
章　

に
の
へ
市
議
会
だ
よ
り
　
４
５
号

編

集

後

記

議員と意見交換しませんか
～「市民と議会との意見交換会・議会報告会」参加団体を募集します～

12 月定例会を開催します

　二戸市議会では、より「開かれた議会」「市民に身近な議会」となるよう議会報告会の形
を検討してきましたが、この度、市民の皆様（各種団体）と意見交換を行うため、「市民と
議会との意見交換会・議会報告会」として開催することといたしました。
　日頃感じている市政への要望や提案などを、この機会にぜひお聞かせください。

　次回の定例会は、12 月５日（火）に開会の予定です。

　詳しい日程は二戸市議会ホームページでご確認いただくか、議会事務局までお問い合わせください。

市内に在住し活動する団体・グループ

（町内会、ＰＴＡ、文化関係、商工農林関係団体など）

【開催時間】１回につき２時間程度

【開催場所】原則、お申し込み団体で確保願います。

【参加人数】団体・グループから 10 人程度以上

【テ ー マ 】お申し込み団体が希望するテーマで開催

　　　　　  ※意見交換なしで、議会報告会のみの開

　　　　　　催もできます。

【参加議員】テーマに関連する委員会に所属する議員

　　　　　  ※総務・文教福祉・産業建設の３つの常

　　　　　　任委員会があります。

申込書に必要事項をご記入のうえ、二戸市議会事務局にご提出ください。

※申込書は議会事務局にご用意しています。二戸市議会ホームページからも

ダウンロードできます。

・テーマや時期によってはお受けできない場合や協議をさせていただく場合があ

りますので、予めご了承ください。

・幅広く意見交換を行うため、同一の団体からの申し込みは１年につき１回とさ

せていただきます。

・意見交換の結果は、議会だより等で公表させていただきます。掲載にあたって

は個人が特定されることのないよう留意します。

対 象

内 容

申 込

その他

？

議会の出前をはじめます！

どこへでもうかがいます！


